
　

日
本
の
協
同
組
合
法
制
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

二
つ
の
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
。

　

第
一
の
変
革
は
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
前
の
産
業
組
合

法
の
制
定
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
の
協
同
組
合
は
、
既
に

数
十
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
後
は
、
法
人
格

を
得
て
、
そ
の
活
動
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
二
の
変
革
は
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
へ
か

け
て
進
ん
だ
協
同
組
合
法
制
の
縦
割
り
化
で
あ
る
。
こ
の

時
に
、
農
業
協
同
組
合
法
、
水
産
業
協
同
組
合
法
、
消
費

生
活
協
同
組
合
法
、
信
用
金
庫
法
な
ど
が
順
次
制
定
さ
れ
、

現
在
の
協
同
組
合
法
制
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
協
同
組
合
法
制
の
変
革
は
、
い
ず
れ
も
、

そ
の
背
景
に
、
日
本
の

国
の
大
き
な
変
革
が
あ

っ
た
。

　

第
一
の
変
革
で
あ
る

産
業
組
合
法
が
制
定
の

時
の
日
本
は
、
明
治
維

新
後
三
〇
年
余
を
経
て
、
対
外
的
に
は
日
清
戦
争
に
勝
利

し
て
「
列
強
」
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
だ
し
、
国
内
で
は

憲
法
・
内
閣
・
議
会
な
ど
の
近
代
的
政
治
制
度
が
整
っ
た

と
こ
ろ
だ
っ
た
。
当
時
の
第
二
次
山
県
有
朋
内
閣
は
、
二

年
弱
し
か
続
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
間
に
、
い
わ
ゆ
る
法

典
論
争
の
下
で
懸
案
に
な
っ
て
い
た
商
法
の
施
行
が
行
わ

れ
、
特
許
法
や
関
税
法
、
保
険
業
法
、
耕
地
整
理
法
が
制

定
さ
れ
る
な
ど
、
近
代
的
な
経
済
制
度
の
整
備
が
進
ん
だ
。

そ
の
中
に
、
産
業
組
合
法
の
制
定
も
あ
っ
た
。

　

第
二
の
変
革
で
あ
る
協
同
組
合
法
制
の
縦
割
り
化
は
、

い
わ
ゆ
る
一
九
四
〇
年
体
制
の
一
環
で
あ
る
。
一
九
二
〇

年
代
か
ら
三
〇
年
代
へ
イ
ン
フ
レ
・
規
制
時
代
へ
の
移
行

が
進
み
、
次
い
で
戦
時
下
の
統
制
経
済
か
ら
戦
後
改
革
へ

か
け
て
、
財
政
主
導
・
経
済
成
長
志
向
・
社
会
政
策
重
視

と
い
う
イ
ン
フ
レ
・
規
制
時
代
に
固
有
の
経
済
制
度
が
整

備
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
う
い
う
制
度
の
一
つ
と
し
て
、
そ
う

い
う
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
協
同
組
合
法
制
と
し
て
、
社
会

階
層
別
の
組
合
員
資
格
と
そ
れ
に
み
あ
う
事
業
を
法
で
定

め
る
縦
割
り
の
協
同
組
合
法
制
が
形
成
さ
れ
た
。

　

現
在
も
、
日
本
は
、
過
去
の
二
回
の
協
同
組
合
法
制
の

変
革
期
に
匹
敵
す
る
、
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

七
〇
〜
八
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
イ
ン
フ
レ
・
規
制

時
代
が
、
デ
フ
レ
・
自
由
化
時
代
へ
転
換
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
転
換
に
応
ず
る
制
度
の
変
革
は
既
に
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
公
共

企
業
体
の
民
営
化
は
、

国
鉄
や
電
電
公
社
か
ら

公
的
金
融
へ
拡
大
し
て

き
た
。
金
融
自
由
化
は

日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
へ

と
展
開
し
た
。
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
地
方
公

共
団
体
、
教
育
、
警
察
な
ど
を
め
ぐ
る
諸
制
度
も
、
抜
本

的
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

協
同
組
合
法
制
に
つ
い
て
も
、
そ
の
現
実
と
の
間
の
ず

れ
は
、
今
や
覆
う
べ
く
も
な
い
。
日
本
全
体
の
変
革
の
進

展
に
応
じ
て
、
協
同
組
合
法
制
に
も
抜
本
的
な
変
革
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
、
協
同
組
合
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る
。
現

在
の
日
本
の
変
革
に
応
ず
る
協
同
組
合
法
制
の
変
革
と
は
、

協
同
組
合
の
自
由
化
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
組
合
員
資
格
と

事
業
種
類
の
自
由
化
で
あ
り
、
縦
割
り
法
制
を
廃
し
、
統

一
協
同
組
合
法
の
制
定
へ
進
む
こ
と
で
あ
る
。

（
監
査
役　

炭
本　

昌
哉
）
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